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平
素
は
、
馬
木
地
区
社
協
の
活

動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
で
は
、
地
域
の
皆
様
が
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
街
と
な
る
よ
う

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
『
あ
い
さ

つ
運
動
』
と
『
お
た
す
け
G
B
（
ジ
ー

バ
ー
）
会
』
の
2
つ
の
事
業
に
つ
い

て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

-
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
に
つ
い
て
一

私
が
平
成
18
年
に
会
長
に
就
任

し
て
以
来
取
り
組
み
続
け
て
い
る

の
が
、
”
あ
い
さ
つ
運
動
“
で
す
。

こ
れ
は
、
「
安
全
で
安
心
な
街

づ
く
り
」
の
原
点
は
、
地
域
住
民

の
よ
り
多
く
の
方
々
が
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

毎
日
会
う
人
、
町
内
会
や
隣
近

所
の
人
と
は
勿
論
の
こ
と
、
例
え

ば
、
散
歩
の
途
中
、
ス
・
パ
ー
の

買
い
物
、
通
勤
・
通
学
の
途
中
等

社
会
福
祉
協
議
会

長

中

井

公

孝

『
お
た
す
け
G
B
（
ジ
ー
バ
ー
）
会
』

に
つ
い
て

•
9

で
も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
、

人
と
人
の
距
離
を
縮
め
、
そ
の
う

ち
に
輪
が
拡
が
り
、
住
民
同
土
が

誰
か
れ
な
く
会
話
が
で
き
る
街
に

な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

昨
今
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人

と
の
接
触
が
減
り
、
様
々
な
交
流

や
会
合
も
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
弊

害
と
し
て
高
齢
者
を
中
心
に
孤
立

化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
意

味
で
も
地
域
内
で
の
あ
い
さ
つ
は
重

要
性
が
増
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
い
さ
つ
に
よ
り
子
供

達
や
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
掛
け
る

こ
と
が
、
非
行
防
止
や
防
犯
活
動

に
も
役
立
ち
ま
す
。
ど
う
か
、
地

域
全
体
つ
ま
り
、
馬
木
地
区
住
民

一
人
ひ
と
り
が
今
一
度
あ
い
さ
つ
の

意
義
を
理
解
し
て
頂
き
、
率
先
し

て
実
行
し
、
こ

の
馬
木
地
区
を

安
全
で
安
心
な

心
の
通
っ
た
住

み
や
す
い
街
に

し
て
ゆ
き
た
い

も
の
で
す
。

お
た
す
け
G
B会
と
は
、
馬
木

地
区
社
協
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
名
称
で
、
現
在
、
以

下
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
、
お
気
軽
に
ご
相
談

・
ご
利
用
下
さ
い
。

＊
会
の
目
的
i

高
齢
化
等
に
よ
り

自
身
で
は
出
来
な
く
な
っ
た
庭

木
整
理
な
ど
の
作
業
を
低
額
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
て
地
域
で
支
援
し

て
ゆ
く
と
共
に
、
合
わ
せ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
担
い
手
の
生
き
が
い

支
援
に
も
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め
。

＊
活
動
メ
ン
バ
ー
る
8

歳
1
7
9
歳

ま
で
の
男
女
9
名

＊
今
ま
で
実
施
し
た
作
業
~

庭
木
の
整
理
・
屋
根
樋
の
清
掃
．

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
修
理
・
網
戸

の
張
り
替
え
・
引
き
戸
の
修
理
・

水
道
蛇
口
の
取
り
替
え
・
ベ
ッ

ド
の
分
解
廃
棄
・
家
具
の
修
理
・

携
帯
電
話
設
定
・
墓
参
り
の
ア

シ
ス
ト
・
す
だ
れ
交
換
・
電
球

交
換
・
家
具
の
移
動
•
仏
壇
の

移
動
・
電
動
ベ
ッ
ド
の
修
理
・

排
水
路
の
修
理

＊
費
用
~
（
作
業
）
1

時
間
当
た
り

1
 0
0
 
0
円
＼

1
人
（
注
）
事
前

見
積
に
よ
り
概
略
金
額
提
―
不

＊
依
頼
窓
ロ
ニ
罵
木
地
区
社
協

事

務

局

長

橋

本

一

寛

0
9
0
,
5
7
0
5
_
2
4
8
8
 

《
担
い
手
の
募
集
》

現
在

79
歳
が
最
高
齢
、
皆
さ

ん
元
気
で
す
が
、
継
続
運
営
の

た
め
に
は
担
い
手
を
増
や
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
器
用
さ

や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
や

る
気
が
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加

願
い
ま
す
。
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令
和
4
年
度
馬
木
地
区
社
協
の
事
業
内
容

0

0

 
m塁
巽
自
』

0-

0
行
方
不
明
者
捜
索
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
の
班
単
位
管
理

0
あ
い
さ
つ
運
動
を
旧
安
芸
町
地
域
と
一
体
で
行
う

0
町
内
会
未
加
入
世
帯
対
策
、
災
害
時
の
避
難
経
路
等
の
周
知

0
町
を
明
る
＜
、
防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理

0
通
学
路
の
街
路
灯
の
設
置
促
進

0
外
国
住
民
と
の
共
生
社
会
を
目
指
す

＿
i-

乖
i
g

『
＿
貝
9
-

0
公
衆
マ
ナ
ー
の
醸
成
、
犬
猫
飼
育
マ
ナ
ー
の
向
上

0
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
、
馬
木
地
区
の
一
斉
清
掃

0
愛
の
献
血
会
、
健
康
診
断
受
診
運
動
実
施

．

一
品
老
『
i
＃
云
現
-i
-

0
地
域
児
菫
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
公
園
の
子
ど
も
見
守
り

0
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
伝
統
行
事
の
継
承
、
平
和
学
習

0
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
会
の
活
性
化
支
援
、
虐
待
防
止
支
援

0
公
園
の
芝
生
管
理

詈
孟
序1

1
E
-
-
•

図
底

0
と
な
り
近
所
の
見
守
り
、
班
福
祉
委
員
会
議

0
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
助
成

0
い
き
い
き
サ
ロ
ン
増
加
支
援

〇
訪
問
配
食
、
ふ
れ
あ
い
会
食

〇
敬
老
長
寿
祝
い
000
贈
呈

0
高
齢
者
等
安
否
確
認
電
話
（
登
録
の
更
新
）

0
高
齢
者
・
健
康
不
安
者
等
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付

-111
零
苓
悶
毘
＿

0
「
う
ま
き
だ
よ
り
」
の
毎
月
発
行

0
「
う
ま
き
社
協
だ
よ
り
」
の
年
2
回
発
行

阻
祖
目
―

〇
理
事
会
、
三
役
会
議
、
区
社
協
助
成
金
の
申
請

ornJ
内
会
よ
り
会
費
徴
収
、
賛
助
会
員
募
集

0
地
区
社
協
活
動
拠
点
活
性
化
事
業
新
規

0
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

〇
各
種
団
体
助
成
、
庶
務
事
務
他

●

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1
ー

ー

1
1●

一
畠
璽
督
薗
長

一
怠
間
座
迎
璽
一

l
 

＿
福
木
学
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

―

●

ー

ー

ー

ー

ー

1
1ー
ー

ー

1
ー

ー

ー

1●

古
き
良
き
時
代
に
は
、
子
ど

も
た
ち
全
員
が
各
地
区
で
子
ど

も
会
へ
入
会
し
、
地
域
活
動
に

も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

地
域
も
時
代
の
流
れ
に
沿
う
形

で
一
部
を
の
ぞ
い
て
子
ど
も
会

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
、
福
木
フ
ッ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
、
現
在
部
員

十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
区
内
全
て
の
希
望
す
る
女
児

の
参
加
、
体
験
入
部
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

↓
 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未

曾
有
の
時
代
に
入
り
、
大
人
も

さ
ら
に
運
動
す
る
機
会
が
な

い
昨
今
、
こ
の
活
動
に
参
加
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
適
じ
健
や
か
な
成
長

を
促
す
場
所
の
提
供
を
受
け
、

勝
負
す
る
事
を
通
し
て
、
心
の

成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

た
す
け
あ
い
協
力
し
、
勝
和

を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
の
活
躍

を
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
緒
に
応

援
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す。
●

I
I
lー

1
1
ー

ー

ー

ー

ー

ー

I
I
I●

一
圏
翁
'
-

福
木
女
性
会

●

ー

ー

1
1
1ー

1
ー

ー

1
1ー
ー

ー

1●

6
月
27
日
（
月
）
早
朝
。
湿
度

80
％
は
あ
ろ
う
か
と
思
う
ほ

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
縮
小
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
未
熟
な
子
ど

も
た
ち
に
は
特
に
、
他
学
年
交

流
に
よ
り
育
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
等
の
向
上
に
も
、

団
体
競
技
は
必
要
な
要
素
の
ひ

と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

r
 

ど
ム
シ
ム
シ
し
た
曇
天
の
中
、

そ
れ
で
も
久
し
ぶ
り
の
バ
ス
旅

に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
隠
せ
な
い
私
゜

や
っ
ぱ
広
島
じ
ゃ
割
を
使
っ
て

の
お
得
感
満
載
の
「
北
前
船
の

寄
港
地
室
積
と
ひ
ら
め
料
理
の

笠
戸
島
・
や
ま
だ
屋
お
お
の
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
日
帰
り
旅
」
に
い
ざ

出
発
だ
。

熊
毛
イ
ン
タ
ー
を
降
り
る
と

光
市
室
積
に
到
着
。
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
江

戸
時
代
瀬
戸
内
海
で
有
数
の
港

町
と
し
て
栄
え
た
当
時
の
面
影

を
残
す
海
商
通
り
を
歩
く
と
漆

喰
塗
り
の
白
壁
や
格
子
戸
が
至

る
所
に
。
諸
固
の
回
船
が
寄
港

し
て
祈
願
し
た
と
い
う
普
賢
寺
。

ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら

の
散
策
は
ゆ
う
に
一
時
間
を
超

え
て
い
た
。
た
っ
ぷ
り
汗
を
流
し

渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
歩
い

た
せ
い
か
、
笠
戸
島
の
ひ
ら
め

料
理
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

ス
テ
ー
キ
に
ひ
ら
め
の
釜
め
し

に
デ
ザ
ー
ト
ま
で
。
た
っ
ぷ
り
時

間
を
か
け
て
豪
華
ラ
ン
チ
を
堪

能
し
た
。

（収入の部）
I 

費目

前年度繰越金

助成金並びに交付金
その他交付金

会費

単位：円

前年度決算額1今年度予算額

936,520 1,406,796 

【令和3年度決算書・令和4年度予算書】

（支出の部）

＇ 費目

事務費

摘要

単位：円

前年度決算額1今年度予算額

74,569 79,000じ肖耗品、通信運搬費等

摘 要

432,270 研修・会議費 2,100 49,000 I研修会参加費等

:,.-' --
・.:r・ 一・ゥヽ 云、` ｀~-

I ダ~~!亙
. . I¥ 

叫心
見上

439,500 

賛助金並びに寄付金 995,000 

広島市助成金 100,000 

直
負担金等

事業費

33,220 

1,037,638 

雑収入 ・13,958 広報費 224,925 
1彎

寄付金 20,000 

地域創生
ュ

―

ミ
業
一
業ご`戸言

20

80
-
600 

一
竺

゜

o
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-
1
-
1
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うまいものをどんどん安く売る

~,./~iii 
TEL 8 8 3-0 0 8 1 

珊埠設備プラントで地球を者える

⑭鞣西岡工業

f~ 

最後は、おおのフアクト

リーでクーポン券を使って

の買い物三昧。こうでなくつ
ちゃ！

当時の人々に思いを馳せ、

美食と楽しいおしゃべりに、

充実したバス旅だった。

氏 名 選出団体 社協所属部

大束宏次 大原一区町内会 住民親交部

川寄正博 大原二区町内会 住民親交部

小畠啓司 大原四区町内会 住民親交部

樫原 猛 馬木地区公衛協 環境衛生部

船江紅子 大谷町内会 環境衛生部

名越一晶 寿ひまわり会 広報部

地域社会の発展と活性化に努めます

ヽ

~ 

一広島東部地区マツダOB会
（馬木・福田・上温品・温品）

中国運輸局指定 民間車検工場

株式会社ドイ•モーター
車検／整備／新車・中古車販売・買取り
板金・塗装修理／ボディコーティング
自賠責・自動車保険

〒732-0031 広島市東区馬木4丁目 1439-1

TEL (082) 899-5656 (代）FAX (082) 899-2096 

【令和4年度熙木地区社会福祉協議会

氏名

上迫香

山崎義

大座貞

井上小寿

＝ベ-□  

西谷

セフ"J平..,,.,.,.;,
広島馬木店

東区馬木5丁目1699-1
匹899-2911

＿＿＿＿o
 

ヽ

次年度繰越・予備費 1.406,796 403,304 

新理事】

副ム工ミ 役プ代員メJ 選出団体 社協所属部

理 子ども会育成協議会 広報部

則 下条町内会 青少年育成部

文 安芸ハイツ町内会 青少年育成部

寿美 大原三区町内会 青少年育成部

清 やまのうえ町内会 青少年育成部

胃 猛唇子 女性会 高齢者支援ボランティア普

女緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社 小畠造園
TEL(082)899-2037 

隣近所で仲良くしていくことが福祉の原点です。 まず、挨拶を！！
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こ
の
度
、
西
区
か
ら
福
木
中

学
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た

武
本
貴
之
で
す
。

東
区
の
学
校
は
初
め
て
で
あ

り
ま
す
が
、
前
の
学
校
も
福
木

中
と
同
じ
く
、

1
小
1
中
で
あ

り
、
地
域
の
宝
物
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
生
ま
れ
て
か

ら
ず
っ
と
見
守
っ
て
い
く
環
境

は
同
じ
で
、
地
域
の
皆
様
方
の

温
か
い
目
に
見
守
ら
れ
て
い
る

の
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

福
木
中
学
校
で
は
、
今
年
度

も
「
公
の
場
で
通
用
す
る
人
の

育
成
」
を
教
育
目
標
に
、
「
誰

も
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
学
校
」
づ
く
り
を
進
め
、

福
木
中
に
通
っ
て
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
学
校
と
な
る

よ
う
、
教
職
員
一
同
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
方
と
の

連
携
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ア
シ
ス

通
っ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
学
校
に

明
治
四
十
一
年
頃
、
福
木
村

の
大
原
周
辺
は
、
梨
や
ブ
ド
ウ

畑
で
あ
っ
た
が
、
訓
練
が
激
し

く
な
っ
た
こ
と
や
、
兵
器
の
進

歩
に
連
れ
て
広
い
場
所
が
必
要

に
な
り
、
徐
々
に
拡
張
が
行
わ

れ
て
、
明
治
四
十
―
-
＿
年

(
1
9

1
 o)
九
月
馬
木
演
習
場
使

用
開
始
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
今
の
福
木
小
学
校
付
近
に

一
個
中
隊
く
ら
い
の
兵
舎
が
二

棟
あ
っ
た
。
大
き
な
井
戸
も

あ
っ
て
、
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
演

習
し
た
り
、
又
当
日
こ
こ
へ
来

て
演
習
を
し
て
そ
の
日
に
帰
る

部
隊
も
あ
っ
た
。
部
隊
は
主
に

歩
兵
だ
が
、

騎
兵
や
砲
兵
部

隊
も
来
て
い
た
。
主
と
し
て
歩

兵
第
十
一
連
隊
で
あ
っ
た
。

射
撃
訓
練
も
行
わ
れ
て
い

た。

3
0
0
メ
ー
ト
ル
位
の
所

に
標
的
を
置
い
て
射
撃
を
し
て

い
た
。
射
撃
訓
練
の
特
に
は
、

赤
旗
が
高
く
上
げ
ら
れ
て
住
民

に
危
険
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
。

今
の
福
木
小
学
校
付
近
か
ら

変
電
所
の
向
こ
う
側
ま
で
広
い

， 
'i~ ーパ ］
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ま
た
、
昭
和
二
十
年

(
1
9

4
5
)
終
戦
時
に
は
、
馬
木
八

丁
目
の
変
電
所
当
た
り
一
帯

は
、
旧
陸
軍
の
演
習
場
で
あ
り
、

周
囲
に
は
大
砲
や
鉄
砲
の
弾
薬

庫
が
あ
り
ま
し
た
。

『
福
田
い
ま
む
か
し
』
に
よ

る
と
、
「
馬
木
演
習
場
に
は
、

一
番
的
、
二
番
的
、
三
番
的
、

い
う
て
、
的
が
あ
っ
た
の
で
す
。

今
の
変
電
所
は
二
番
的
の
所

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
番
的

は
だ
い
ぶ
ん
奥
の
方
に
な
っ
て
、

九
平
さ
ん
が
作
っ
た
溜
め
池
を

「
き
ゅ
へ
い
」
言
う
と
り
ま
し

た
。
そ
の
奥
は
呉
娑
々
宇
山
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
辺
の

こ
と
を
「
ぬ
け
っ
と
う
」
い
い

よ
り
ま
し
た
。
弾
が
ぬ
け
て
く

る
か
ら
、
そ
う
言
う
た
ん
で
す
。

（
略
）
と
あ
り
ま
す
。

二ヶ城山側から変電所を撮影

演
習
所
で
あ
っ
た
。
（
ふ
る
さ
と

の
社
寺
旧
跡
め
ぐ
り
か
ら
抜
粋
）

【編集後記】今年は6月下旬に梅雨明けした地域もあり、水
不足が心配です。暑い夏になります。熱中症にならないよう

に、小まめな水分補給をしましょう。扇風機やエアコンで室

温を適度に下げましょう。過度の節電や「この程度の暑さな

ら大丈夫」とガマンをしないでください。

気くばり、木くばり。
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地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
賛
助

会
員
の
加
入
申
し
込
み
並
び
に

賛
助
金
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社

協
の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
入
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
一

□

千
円

何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
馬
木
地

区

社

協

会

計

升

川

康

仁

(
8
9
9
|
8
7
6
6
馬
木
郵
便
局
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

造園・外構・設計施エ・管理

広島県知事許可第024660号

（有） 馬木造園
代表取締役宮本健一

東区熙木4丁目956-2

TEL 899-2505 FAX 899-2590 

心と心を結ぶ

虹i虹の里居宅介護支援事業所
ふたがわ

担当

広島市東区罵木二丁目1398-1

TEL. (082) 508-5551 


